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＜連絡事項＞

· 本日まで院内研修あり、参加可能な方は確実に参加する事。

· 3/12・13、法人研修あり。各自出欠を入力しておく事。

· 本日13：30～青陽館の避難訓練実施。

· 2/26、清水頭　翼様がデイケアの見学予定。

＜外来患者様情報＞

· 秋山　和子　様～採血の結果異常なく、今後は半年に1度採血実施予定としている。最近の問題

として、役所に医療券を貰いに行く事が大変と話す。

· 溝越　キク　様～体重71.2kg。和すかに体重増加あり。明日3～4年ぶりに息子に会うと話す。

· 其田　淑子　様～咳き込むと頭がキーンと痛むと話す。体重71.8kgあり、2週間で1kgの増加

あり。エアロビ実施日には廊下歩行を15分行っているとの事。2週間後に採血実施予定。

· 駒木　学　　様～亡くなった友人の事について話している。本人も幻聴があり、“死ね”等聴こえ

てくるとの事。辛くなったらデイケアを休んでも良い事を説明している。本人から安定剤を増量して欲しいと希望あり、ハロステン増量となっている。

· 川口　尚良　様～暗い気持ちからは回復してきたと報告。2ヶ月ぶりにAAに参加してきたと話し

ている。整形受診して肩のリハビリを行ったが、医師からもっと運動するよう

言われたとの事。本人としては運動していると話す。

· 袴田　淑子　様～排便は1日おきにあるとの事。採血実施している。

· 平　　京子　様～今日は午後より歯科受診してくるとの事。手の皮膚については、まだ完全に皮膚

が再生していない箇所がある為、ウレパールが処方となっている。

· 高橋　幸雄　様～体重78.4kg。採血実施している。間食はしなくなったと話している。体重増加

傾向がある為、次回受診時に内服薬の変更を検討する。

· 淡路　智恵子様～痛み止めは1回服用したと報告。デイケアでは心配な事は無いと話す。

· 菅野　勝利　様～体重69.2kgと、若干の増加あり。食事に気をつけるよう指導あり。

· 江刺家　陽輝様～祖母から笑わなくなったと言われたと報告あり。幻視は無く、幻聴は軽減して

きたと話す。表情ぼんやりとしている。内服薬の飲み方が変更となっている。

· 番沢　政勝　様～上久保様の青山荘退所後について気にしており、「上久保さんが来なくなったら

今後どうしよう」と話している。デイケアスタッフに相談してみるよう説明あり。

· 村上　元道　様～ディズニーランドに行く話はキャンセルとなったと報告しているが、6月位に

行きたいと話す。幸房は午前中は疲れるが、午後から少し休む事が出来ている

との事。

· 神山　和典　様～体重81.6kg。疲れ気味であると話しており、「ナイトケアを増やしたせいかな」

との事。

· 板橋　利美　様～内服変更後も夜間は2回ほど途中覚醒していると報告。又、夢を見るとの事で、

「女の幽霊とドライブする夢を見る」と内容を話し、迎えが来ているのかもと

話している。日曜日に吐気があり、昨日まで調子が悪かったと報告している。

· 本多　富美　様～睡眠は取れているとの事。鼻水が出るとの事で、アレグラ1週間分処方。症状が

続くようであれば、耳鼻科受診するよう促している。

· 繁名　和恵　様～以前より病状は良くなったと話しているが、朝幻聴が聴こえるとの事。声に出さ

ないようにとは思っているが、幻聴に対して声に出して言い返してしまうと話す。内服調整し、ハロステン4錠→3錠、リスパダール1錠→2錠へと変更になっている。

· 高柳　和子　様～デイケアではエアロビや社会資源等のプログラムを行っていると報告。青山荘で

役割を行っているが、責任があり気分が沈む事があると話す。

· 豊川　明男　様～3月からのデイケア利用を検討。最初は週1日から開始していく事としている。

＜利用者様情報＞

· 駒木　学　　様～デイケア終了後、デイケア利用者様が亡くなった事について話している。本人へ

“誰にも言って欲しくない”と話し“死にたい。親がいじめる”と毎週のように話していたとの事。

本人も「生活して行くのが辛くなる。何もしたくない時がある。デイケアに来る前日は眠れなく、今日も4時に起きた」と話している。担当医へ相談するよう促すが「言えないかもしれない」と話す為、関わっているスタッフへ徐々に相談するよう伝えている。

⇒今後、病状への影響はないか注意しながら、本人の訴えを傾聴して行く。

また、他にも澤様の件で影響を受けている方が居る事が予想される為、メンバーの状態について観察していく。

· 宮　　陽子　様～本日来所しているが、自宅で忙しい事をアピールしている。口調の軽さや口数の

多さは見られないが、特定の方を無視する様子が目立っている。トラブルとなる事はない為、今後も来所時には様子観察して行く。

· 倉石　ヨシエ様～腰痛の訴えあり、「動けない」と話される。運動プログラムには参加するが身体

を動かす事はない為、時間を設定して静養室を利用して休んで頂いている。

· 今野　容子　様～最近、他者に対して強い口調で話しをする事が見られる。相手を特定する事は

なく、トラブルとなる事はない。

⇒今後も他者との関係について観察していく、必要に応じて介入していく。

· 高橋　百壽　様～他者に対して口調が厳しくなる事が多く、自分が上位に立った発言が見られる。
　　　　　　　　⇒他者とのトラブルに注意し、必要に応じて介入する。
　　　　　　　　　本人へ発言の内容を、定期的に振り返りを行っていく。

· 前野　義勝　様～木曜日に、中居松男様宅で夕食作りをする為、ナイトケア欠席すると話している。

相手の承諾を得たのか確認すると、「ちゃんと良いって言われた」と話す。今後、木曜日はナイトケアの通所日から外すと話す為、担当医へと相談するよう説明している。

⇒・ナイトケアの欠席が多くなって来ている為、欠席が目立つようであれば本人へ参加状況と生活状況について確認する。

　・夕食作りについて、中居松男様へ確認している。2人で話し合い買い物等を一緒に行いながら、夕食を作る事にしたと話す。その際にかかる食費については割り勘とするとの事。ガスの使用や後始末に気をつける事を説明。自宅で行う事である為、実施前には青明舎へも報告しておくよう説明している。

＜避難訓練・実施後振り返り＞

訓練内容（夜間マニュアル）

1 出火場所の確認

2 出火現場の確認

3 初期消火

4 消防通報

5 施設内情報伝達

6 区画形成

7 避難誘導

8 残留者無し確認

消防隊員からの指摘

· ①の時点で消防隊員から指摘があり、数回やり直しをしている。

· スタッフが少ない事を想定すると、出火現場の確認時には、メンバーに動かないよう伝達後して、残っているスタッフが動く必要がある。

· 出火場所は、火災受信機には1階・2階の表示しかない為、現場の確認のため出火階を見て歩く必要がある。

· 今回、消防通報と館内放送の役割を分けて行っていたが、実際には1人で全てを行う必要がある。（スタッフ人数が少ない為）

· 初期消火は消火器で行うのではなく、消火栓を使用した方が効果的であるため、業者へ消火栓の取扱いについて確認し、実際に使用方法を兼ねて避難訓練時に操作してみる必要がある。

· スタッフはメンバーの誘導をしながら一緒に避難するのではなく、予め人員確認を行うスタッフが集合場所へ先に行き、人数を数えていく。

· 責任者（ＳＧＭ・ＪＧＭ・リーダー）は、全体の動き方を覚えておき、的確に指示を出せるようにしておく。

· 一つ一つの行動を大きく声に出しながら、行動に移す。










